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質量分析計（Mass Spectrometer）を用いて得
られる結果に関する全てを扱う科学の一分野

質量分析（Mass Spectrometry）とは

マススペクトロメトリー関係用語集（日本質量分析学会用語委員会編）より

気相イオンの m/z 値と存在量を測定する装置

質量分析計（Mass Spectrometer）

原子や分子を何等かの方法でイオン化し、生成し
た気相イオンを真空中で運動させることでm/z 値
に応じて分離・検出して、マススペクトルを得る
機器分析法



質量分析計の構成

構成要素間の｢相性」により、現実的な数の組み合わせ

・四重極型：Q
・四重極ｲｵﾝﾄﾗｯﾌﾟ型：IT
・磁場ｾｸﾀｰ型：SECTOR
・飛行時間型 ：TOF
・FTｲｵﾝｻｲｸﾛﾄﾛﾝ共鳴型：FT-ICR
・電場型FT：Orbitrap など

・ｴﾚｸﾄﾛｽﾌﾟﾚｰｲｵﾝ化：ESI
・大気圧化学ｲｵﾝ化：APCI
・ﾏﾄﾘｯｸｽ支援ﾚｰｻﾞｰ脱離ｲｵﾝ化：MALDI
・電子イオン化：EI
・化学ｲｵﾝ化：CI
・高速電子衝撃：FAB など

イオン化部 質量分離部

・HPLC
・Direct
・GC
・CE
・SFC

試料の
分離･導入

検出部

質量分析計

質量分析計は1種類じゃない!! 

制御部



化合物とイオン化法の相性

FAB

測定対象化合物によりイオン化法を変えないと測定できない



質量分析法の主な応用分野

医学・薬学
（基礎研究・病態ス
クリーニング・
医薬品開発等）

基礎研究
（気相イオン反応等）環境・食品

（環境モニタリング、
残留農薬検査等）

スポーツ
（ドーピング検査等）

法医学・
犯罪捜査
（違法薬物分析、
爆発物検査等）

宇宙科学
（星間成分分析等）

考古学
（年代測定等）

化学工業・
材料・半導体

（製品開発・品質検査等）



大学連携研究設備ネットワーク
人材育成ネットワーク

https://chem-eqnet.ims.ac.jp/

大学連携研究設備ネットワークの人材育成ネットワークの取り組み、
他大学の技術職員と交流し、相手大学へ出向いたり本学へ招いて、

具体的な装置の管理・測定技術支援を行う。

今年度の状況：
＊質量分技術研修会、関連する前処理技術講習会の開催予算をいただき、
計5回の講習会をオンラインで開催。



令和2年度 第1回 質量分析技術研修会
～LC/MSの基礎～

令和2年度 第2回 質量分析技術研修会
～試料前処理編～

令和2年度 第3回 質量分析技術研修会
～ESI-TOF/MS実践編～

令和2年度 第4回 質量分析技術研修会
～LC/MS (timsTOF/MS) 実践編～

令和2年度第5回 質量分析技術研修会
～JMS700講習会 (FAB法を中心に) 実践編～

【WEB】



WEB質量分析技術者研修会の効果
(参加者アンケートより)

• webでの開催は、地方にいる者にとっては、参加しやすかったです。
• WEB講習会になり、非常に参加しやすくありがたいです旅費の捻出、移動時間が
課題でしたので…）

• 実践に即した内容でとても参考になりました。
• 現場での測定の様子が拝見できて、よかったです。
• 参加させていただき感謝しております。有り難う御座います。
• とてもよい企画だと思いました。在宅、職場いずれでも参加できたこと、説明がわ
かりやすくてよかったです。

• 学ぶ機会が提供されることは有り難い。
• 今後もウエブでの研修会開催は増えていくでしょう。企画、立案者の方は大変で
しょうが、是非ともよろしくお願い申し上げます。遠距離で参加困難な者には大変
助かります。ありがとうございました。

• コロナ情勢下では致し方ないですが、状況が落ち着いてきたら実習の手厚いセミ
ナーの開催を お願いしたいと思います。



大学連携研究設備ネットワーク
https://chem-eqnet.ims.ac.jp/

質量分析セミナーの開催

質量分析セミナー～物質の同定と定量を迅速に～

物質の同定と定量に質量分析装置（MS）は欠かせません。ノーベル化学賞受賞で
広く知られるようになったエレクトロスプレーイオン化（ESI）法、マトリックス
支援レーザー脱離イオン化（MALDI）法が開発されて以降、試料の誘導体化など
の手順を踏むことなく、簡単な前処理だけで測定が可能になり、MSの適応分野が
飛躍的に広がりました。今回はMSを十分に使いこなすため、MS専門の技術職員
が測定の"ワザ"を紹介します。







WEB質量分析セミナーの効果
(参加者アンケートより)

•基礎的なことを含めてよくわかりました。私は分子科学研究所の機器分析センター
の機器利用している関係で、この技術職員のセミナーを知りました。こういうイベ
ントがあること自体知らなかったので、実践的な内容でとてもよいと思いました。

•すごくいい取り組みだと思います。技術職員の集まりだけで発表することも重要だ
と思いますが、一般に向けて発表していただけることはまた別の意味で重要になる
のではと思いました。様々な分野で開催していただけることを期待しています。

•非常に勉強になりました。是非他大学の質量分析装置も利用してみたいと思いまし
た

•学生で質量分析装置の使用経験もないので、ついていけるかどうか不安だったが、
プレゼン者の発表の構成が基礎の内容から入ってくださったので、その次の発表者
の高度な説明もある程度理解できたので素晴らしい構成プログラムだったと感じま
した。

•リモートセミナーも学習に役立つツールだと実感しました。



大学連携研究設備ネットワーク
人材育成ネットワーク

https://chem-eqnet.ims.ac.jp/

大学連携研究設備ネットワークの人材育成ネットワークの取り組み、
他大学の技術職員と交流し、相手大学へ出向いたり本学へ招いて、

具体的な装置の管理・測定技術支援を行う。

今年度の状況：
＊メンテンナンス動画撮影
ロータリーポンプのオイル交換、2種。
FD測定のための試料準備

https://www.youtube.com/playlist?list=PLFeFFDIymHoMwVjLMBbVDtv9m
Q3pRU78k





質量分析技術者研究会について



質量分析技術者研究会会員の効果

•技術力の向上に直結している！

•日々の業務の効率化に有効である

•情報収集の場として有効である

•一人職場の孤独感をかなり緩和できる

•質量分析技術者研究会の内容を状況に応じてフレキシブル
に修正できるのも魅力の一つ。



ご清聴ありがとうございました。


